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のデータベースである SCOP から得られた全てのデータに対し，GS 法・EP 法・MI 法を網羅的
に適用した結果，190 のタンパク質スーパーファミリーについて内部枝が支持された信頼性の
高 い 系 統 樹 を 初 め て得ることができた． 特 に T-fold ， DNA/RNA polymerase ， Toxins’ 
membrane translocation domainsの各スーパーファミリーは系統樹全体にわたって内部枝が強
く支持されており，代謝，転写・複製，膜輸送の初期進化を照らす新たな知見が示唆された． 
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